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平成 23 年 8 月 10 日 
各 位 

会 社 名 エキサイト株式会社 

代 表 者 名 代表取締役社長 野田 俊介 

（コード番号：3754 JASDAQ） 

問い合わせ先 取締役 CFO 岩﨑 達士 

（電話：03-6450-2729） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の動向を踏まえ、平成 23 年 5 月 10 日に公表した業績予想を下記のとおり修正しましたの

で、お知らせいたします。 
 

記 

 

１．平成 24 年 3 月期 第 2 四半期連結累計期間 連結業績予想の修正等 

 
（１）第 2 四半期連結累計期間（平成 23 年 4 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日） 単位：百万円 
 

売上高 営業利益 
（△損失） 

経常利益 
（△損失） 

四半期純利益 
（△損失） 

1株当たり四半期

純利益（△損失）

     円 銭

前回予想（Ａ） 5,000 40 60 55 880.03 
今回予想（Ｂ） 5,100 90 126 140 2,238.39 
増減額（Ｂ－Ａ） ＋100 ＋50 ＋66 ＋85 ― 
増減率 ＋2.0％ ＋125.0％ ＋110.0％ ＋154.5％ ― 
(参考)前第 2 四半期実績 
(平成 23 年 3 月期第 2 四半期) 

4,960 △77 △64 △102 △1,635.18 

 
（２）修正理由 

前回予想は、3 月に発生した東日本大震災の経済へのマイナス影響を鑑み、上半期（4～9 月） 
の営業活動について慎重な見通しを持っておりましたが、6 月には需要が次第に回復し、震災

の当社業績への影響は、期初計画に比べると落ち込みが小さいと判断できる状況となりました。  
売上高は、広告・課金事業における広告販売が、当第 1 四半期は前年同期を上回る水準で推

移するなど、販売活動は徐々に活発化してきております。一方、ブロードバンド事業は、イン

ターネット回線をセットにした商品の販売が減少し、接続サービスのみの販売にシフトしてお

り、利益への影響はないものの、売上高の減少要因となりました。 
営業利益及び経常利益につきましては、上記のとおり広告販売が伸長したことで、前回予想 

を上回る見込みとなりました。持分法適用会社の業績が堅調に推移していることも利益を押し 
上げる要因となっております。 
四半期純利益は、経常利益段階までの上ぶれに加えて、当第１四半期にて 16 百万円の特別

利益を計上することとなり、利益増加の要因となりました。この特別利益の主な内容は昨年 9 
月の事務所移転に係る「敷金及び保証金清算益」であります。 
なお、通期の業績予想についての修正はございません。 

 
（注）上記の業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する前提に基づい

ており、実際の業績は様々な要因によって異なる可能性があります。 
 
 

以上 


